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日時   ：2025年12月6日（土）13:30~15:30

会場    :シニアネット仙台 会議室

テーマ  ：福島県のご当地エネルギー事例紹介
「元気アップつちゆ・会津電力・飯館電力」

発表者  ：飯舘電力株式会社 顧問 千葉訓道

＜略歴＞
1953年静岡県沼津市生まれ。東北大学工学部電気系通信工学科卒。1979年横河ヒュー
レットパッカード㈱に入社以降、33年間メディカル分野で情報システム、画像診断機器、AEDな
どの営業/マーケティング/チャンネル/国際部門を経験。2011年3月11日福島市内で被災後、
2012年土湯温泉町の再エネ発電事業会社㈱元気ｱｯﾌﾟつちゆで復興支援事業に従事。
2014年福島県飯舘村の有志と飯舘電力㈱を立上げ現在に至る。

第Ⅲ期「仙台・羅須地人協会」 連続文化講座 第15回
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天災 人災！！



飯舘電力 元気アップつちゆ アポロガス

地域を守るため再エネに挑んだ仲間

会津エナジー エコエネ南相馬

地産地消社会
の
実現

原発風化阻止
と

再エネ啓発

温泉街
の
復活

農業復興
と

安心帰郷

水素で再エネ
の

未来を拓く



土湯温泉町について

One  of the most beautiful ＜ＯＮＳＥＮ＞ in JPN
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2013年版 p20-21,,,
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２０１１.１１.Mar. 14：４６

Magnitude: 9.0
E-Q scale : 6+
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And Bankrupt!

Collapsed!
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＜東日本大震災後の土湯の状況＞
N.O. of Inns reduced from 16 to 9 by COLLAPSE & BANKRUPT.

Total capacity to stay in Inns decreased about 55% .
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＜㈱元気アップつちゆ のMission&Vision＞

①地域自然エネ発電のFITによる売電収入を復興再生資金に充てる

②自然エネ発電施設を観光資源化し、流動人口増加を図る

③発電廃熱の連続利用による２次産業も創出し、雇用創出＆定住人口増加を図る

④非日常的エコタウン（省蓄創エネ＆災害対策）を観光客に体験させる

⑤自然エネパークを実現し、国内外から誘客を図る

⑥エネルギーの地産自立を実現する

⑦自力震災復興のシンボルとなるべく、地元事業者だけの力で達成する

※ 赤；未達/ 緑；開始/ 青；達成



【企画立案】
土湯温泉町復興再生協議会

【出資者】
NPO法人土湯温泉観光まちづくり協議会

【出資者】
湯遊つちゆ温泉協同組合

 【復興事業主体】
株式会社元気アップつちゆ

【バイナリー発電事業】SPC
つちゆ温泉エナジー株式会社

【小水力発電事業】
つちゆ清流エナジー株式会社

【行政支援】
復興庁
国土交通省
経済産業省
環境省
福島県
福島市

【許認可】
各行政機関

【設備認定】
東北経済産業局

【電力系統接続】
東北電力株式会社

【バイナリー発電設備・工事】
ＪＦＥエンジニアリング株式会社

【電気保安】
（一財）東北電気保安協会

電気主任技術者
【電気工事・保守点検】
株式会社 ユアテック

【小水力発電事業コンサルティング】
株式会社 ニュージェック

【土木工事】
清水建設株式会社

【発電機製造】
富士電機株式会社
【水車製造】
田中水力株式会社

【債務保証】
独立行政法人（JOGMEC）
石油天然ガス・金属鉱物資源機構

【融資】
福島信用金庫

【融資】
株式会社 日本政策金融公庫

【補助金】
資源エネルギー庁
一般社団法人（NEPC）
新エネルギー導入促進協議
会

福島県企画調整部エネルギ
課

出資

出資

【売電】

16

工事施工
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＜許認可一覧＞

＜利害関係者＞

＜公的助成＞

建設

設備運用

ＦＩＴ



土湯温泉バイナリー発電事業

18

TSUCHIYU geothermal P-generation plant(binary cycle sys.)



19

What’s BINARY , Why so Safe & Secure ?



バイナリー発電事業 の概要と効果

⊡出力 OUTPUT 400kw
⊡送電端出力 350kw
⊡年間発電量 約260万kw／h
⊡約500世帯分 For 500 homes
⊡総事業費 Total construction cost 約 7億円 7M＄
（内訳補助金１０％・融資）
⊡売電収入見込み Annual revenue 約 1.2億／y  1M＄/y

⊡発電機 オーマット社 USA
⊡企画・設計・施工 JFEエンジニアリング株式会社

既存源泉の利用でリスクを伴わない
高温（130℃～140℃）温泉の有効活用で観光資源に変わる
エネルギーの地産地消
新たな事業が見込める （養殖・ハウス園芸など）
経済の好循環が図られる
地域の活性化に寄与する
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土湯温泉町東鴉川水力発電所 事業

滝のつり橋
21
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TSUCHIYU Hydro-electric 

Power Plant

Power 

generator

Drawing 

water 

from river



土湯小水力発電所の概要と効果

⊡出力 OUTPUT １４０kw
⊡送電端出力 １３０kw
⊡年間発電量 約８０万kw／h 
⊡約１６０世帯分 For 160 homes
⊡総事業費 Total construction cost 約３億円 3M＄
（内訳補助金上限１億・融資）

⊡売電収入 Annual revenue 約３千万／ｙ 0.3M＄

⊡発電機 富士電機株式会社
⊡水車 田中水力株式会社
⊡土木工事 清水建設株式会社
⊡企画・設計 株式会社ニュージェック

防災施設が観光資源に変わる
エネルギーの地産地消
経済の好循環が図られる
地域の活性化に寄与する

23



先人が手掛けた水力発電所
Just 100 yeasrs ago, ancestors had already established HE power plant

by themselves =Local Production !

１９１９年（大正８年）朝倉卯八氏が
代表発起人となり土湯電機株式会社を設
立、東鴉川の水と落差を利用し５２kw
の水力発電所が造られました。当時の写
真と取水路に利用したと思われるコンク
リート製のボックスカルバートも見つ
かっています。
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初回25年前



会津電力株式会社
佐藤 彌右衛門

豊かな自然エネルギーと会津の未来



2011年 東日本大震災・原子力発電所事故

◆ 事故当時の避難者16万人
◆ 現在でもなお３万人以上が避難

＜原発事故処理費用＞
＝除染＋賠償＋廃炉
＝6→11→22兆円（経産省；2016）⇒23.5兆円（2023)

⇔35~81兆円（日本経済研究C；2019）

◆ 火力発電では、年間35兆円(2023年）の
化石燃料費が外国に出ていく
地球温暖化への影響が大きい



エネルギー⾰命による地域の⾃立



理念に共感し、出資くださった⾃治体・企業（順不同・敬称略）

6

ただし株式の2/3以上は役員が保有

2022年6⽉現在合計83団体・個人

喜多⽅市、磐梯町、猪苗代町、⻄会津町、北塩原村、

只見町、三島町、昭和村８市町村

５金融機関

20企業

個人50

東邦銀行、福島銀行、⼤東銀行、会津信用金庫、

会津商工信用組合 「会津地銀５行全て」

県内上場企業、県内本社⼤手スーパーなど

2023/12/08
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92

全発電所地図

023/12/08

川内村

⾵力発電所

建設中

⾼圧発電所 6カ所
低圧発電所 83カ所



会津電力 太陽光発電事業

小規模分散型

 ・未利用地の活用

 ・災害時の非常用電源として

地域住民が利用可能

積雪対応施工

・パネルの角度を30℃に設置

・パネルの下に2.5ｍの高さ
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バイオマス熱事業

2018年3月 バイオマスボイラー稼働

◆ホテルにペレットボイラー２台を設置

◆ 54室分の暖房と給湯を賄う

◆燃料費、CO２排出量削減
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2011年に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故により、

高濃度の放射性物質が降り注いだ結果、村全体が放射能に汚染され

村民は6年間もの長きにわたり村外に避難を余儀なくされるという極めて

悲惨な状況に追い込まれた村

福島県飯舘村ご紹介

原発事故前の飯館村

参考；2011年4月22日計画的避難区域指定！
複合厄災；全村避難！⇒家族離散！⇒失業！⇒コミュニティ崩壊！⇒農地汚染！⇒⾵評被害!..........
2017年3月31日避難指示解除



天災 人災！！









東日本大震災から11年目

2022年3月1日現在

2022年4月1日現在

2022年3月1日現在

年間放射線量が50mSvを
超える区域

帰還困難区
域合計面積

337Km 2

特定復興再生拠点合計
27.47Km

2





参考；＜原発事故処理投入費用（2020年現在）＞
①賠償；約8兆円
②除染；約6兆円
③廃炉；約8兆円

これだけでも電気代＆血税がTotal約23兆円！！
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＜2014年9月29日 飯舘電力発足＞



interview飯舘電力株式会社

“興し酒”の製造で飯舘村と繋がりがあった佐藤彌右衛門が発起人となり
小林稔、千葉訓道らと飯舘電力を設立

2014年9月

2015年1月 村営施設の飯舘ホーム斜面に太陽光発電所運転開始（1号基）

50Kw未満の低圧太陽光発電所を村内に49箇所稼働中2022年現在

原発事故で被災した飯舘村に 原発の対極にある太陽光発電の発電事業者

現在49基の発電 約800世帯の電気を生産

原発のない社会を目指すソーシャルカンパニー

村の雇用やコミュニティ復活の活動に寄与

復興支援、風化防止、交流人口増加活動と

再エネの価値を普及啓発する

ソーラシェアリングで牧草栽
培

1号基の前で（2022
年）
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飯舘電力とソーラーシェアリング







目指す
ゴール

①自然エネルギーの普及
②脱原発の実現
③復興支援＆原発事故の風化防止

安心安全な自然エネルギーへ電気の契約を切替る
スイッチングの呼びかけです。

バーチャル視察は、飯舘電力による自然エネルギーの普及・
脱原発・復興支援と原発事故の風化の防止を推進する
ソーシャルビジネス事業（社会課題を解決活動）です。

テーマ







“再エネ・エバンジェリスト”に必要な5つの意識

❶ぜひ、真実から目をそらさず、届かぬ声を伝え続けて！

❷まず、人類生存の最低条件は＜食とエネルギー＞ですよ！

❸他人任せではなく、より安心安全なエネルギーを自ら選択しよ

う！

❹同時に、子供たちの未来に対して親として責任を果たそう！

❺知ってましたか？

⇒地球＆人間同士で奪いあうのが枯渇エネルギー

⇒自然と分かち合うのが再生可能エネルギー

supported by 飯舘電力





地震の巣の上に日本の原発は立っている

出典：原発震災（石橋克彦著書）

黒点は、1990年1月1日から2011年6月30日までのマグニチュード4.0以上、深さ100Km以下の地震17万7107個の震央を、米国地質調査所のPDFデータよって
プロットした（データ提供：USGAS NEIC 作図：原田智也）赤丸は、2010年1月現在の世界の原子力発電所を示す（原子力資料情報室「原子力市民年鑑2010」による）

世界の地震（ ）と原子力発電所（ ）の分布

原発の現実

https://www.amazon.co.jp/原発震災―警鐘の軌跡-石橋-克彦/dp/4822812464/ref=sr_1_19?__mk_ja_JP=カタカナ&crid=DHOLT68X2YL1&keywords=原発震災&qid=1684895600&s=books&sprefix=原発震災%2Cstripbooks%2C208&sr=1-19
https://www.amazon.co.jp/原発震災―警鐘の軌跡-石橋-克彦/dp/4822812464/ref=sr_1_19?__mk_ja_JP=カタカナ&crid=DHOLT68X2YL1&keywords=原発震災&qid=1684895600&s=books&sprefix=原発震災%2Cstripbooks%2C208&sr=1-19


＜再エネが拡げるFeature &Advantage ＆Benefit &SDGs＞

再エネさ
再再再エ
ネエネエ
ネ再エネ

再エネ⇑

脱炭素 脱原発

災害復興の証エネ自給率

安価＆無尽蔵 レジリエンス

第4次産業革命

地域循環経済 地産地消

地域分散型エネ

地球温暖化防止
（気候危機＆自然破壊
＆健康被害）

安心安全エネ

災害の風化防止

エネ効率化
Efficiency

度を越した
資本主義見直し
（大量生産＆消費&廃棄）

自力で地方創生
サーキュラー
エコノミー

環境を価値化した
経済構造改革

グリーン
リカバリー

国際競争力
の復活

安全保障

安心
安全

健康

大切な子供たち

リスクの
分散と低減

自然との共生
充足性の意識
Sufficiency

ほんとの豊かさ

パラダイム
シフト

経済復興

平和
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